
金城大学看護学部 合格
坪坂 更紗さん

（津幡南中学校出身）

今年度は看護の道に進む生徒がたくさんいたので、
なんとなく安心していました。ですが、あっという間に夏休みが
終わり、看護を目指す友達が次々と受験勉強をし出したのを見て、
私は焦りを感じました。受験科目は、小論文と面接だったので、
まずは小論文の勉強を始めました。ですが、小論文の書き方の知
識がゼロだった為、国語の先生に協力していただき、添削、解説
を行ってもらいました。約１ヶ月間ほぼ毎日のように、小論文を
書き続けました。面接練習では、校長先生や、全く関わりのない
先生など、たくさんの先生方に協力していただき、自信を持って
話せるようになるまで十回以上練習に励みました。その結果、受
験本番では練習の成果を発揮し、落ち着いて面接試験に臨むこと
ができました。進学系列の勉強をしながらの受験勉強はとても忙
しく大変でした。ですが、同じ夢を追う仲間と共に励まし合い、
合格の為に必死になって努力していた時間は決して無駄ではない
事を学びました。先生方や友達の協力のおかげで合格できたこと
の感謝を忘れずに立派な看護師になりたいと思います。

医療社団法人 仁智会 内定
星野 桜菜さん
（北鳴中学校出身）

1年生の福祉見学をきっかけに福祉に興味を持ち、2年生
からは福祉系列を選択して、より深く福祉について学んできまし
た。その学びを通して、私は介護職を目指したいと思いました。
応募書類を作成する際には、見学や実習での経験、自分の性格や
強みをどのような言葉で伝えるか悩み、何度も書き直しました。
作文では、自分の「介護へのおもい」がしっかりと就職先の方に
伝わるよう、先生方に相談しながら何度も試行錯誤しました。
面接に向けては、質問内容を自分なりに考え、就職先に自分をア
ピールできる表現を工夫しました。面接練習でも、先生方から多
くのアドバイスをいただき、それをもとに言葉遣いや伝え方を何
度も改善しました。注意された点も毎回メモし、家などで、でき
るまで何度も繰り返し練習をしました。本番では予想外の質問に
対応できたものの、緊張でうまく伝えられなかったり、言葉が詰
まってしまった部分もありましたが、自分の力を精一杯発揮でき
るように努めました。これまでの経験を大切にしながら、利用者
の方々に寄り添い続けられる介護職員として、これからも成長し
ていきたいと思います。

進学☆就職、おめでとうご
ざいます！ それぞれの新
しい道を応援しています。

ファイト!!



生徒活動報告 ～新人大会・北信越大会・ｺﾝﾃｽﾄの結果など～

楽しかった！
みんなありがとう！


